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年賀状作成のテキストの新版ができました 

 昨年まで使用していた「年賀状作成講座」テキストに、「上級編」として新たな内容を加えたもの

が完成しました。 

●住所録をエクセルで作る 

●差し込み印刷を利用して、宛名面を自分で作成する 

●インターネットの素材や差し込み印刷を利用して文面を作成する 

といった内容が加わっています。 

 １部 500 円となりますので、ご希望の方はお申し出ください。 

 なお、昨年までの「基礎編」をお持ちの方には、新たに追加した部分だけを、別冊として 200 円

でお譲りしますので、こちらもお声をかけてくださいね。 

 皆さん、ラブレターって書いたことあります？僕はありますよ。忘れもしない高校２年生の夏休み。出した相

手は、１年生の時に同じクラスだったヒロコさん。クラスメートだった１年間は、ほとんど話もしたこともありません

でした。でも、入学式の日に学校へ向かう彼女の姿を見かけてから、何となく気になっていました。そして、思

いが募った翌年の夏休み、思い切って手紙を書きました。どんな内容を書いたのか、全く記憶に残っていな

いのですが、夜中に書いたので、きっとすごいことになっていたでしょうね。その手紙、ヒロコさんどうしたかな

ぁ。捨てちゃってあればいいんだけど。もしまだ持っていたりしたら、100 万円払ってでも取り返したいなあ。ど

うか捨ててありますように。 

 さて、当時はメールどころか、パソコンもワープロもない時代でしたから、手紙は当然手書きです。今のよう

に、指先のクリック一つで、地球の裏側まで一瞬にして届くというわけにはいかず、封筒に宛名を書き、切手を

貼り、ポストまで出しに行ったわけです。一文字一文字に「思いよ、届けっ」とばかりに気持ちを込めました。そ

して、ポストの前で、出そうか出すまいか、散々迷った挙句、エイッと投函しました。手紙が届くであろう２～３日

の間、まだ純情だった少年は、期待と不安に胸を焦がしながら過ごしました。 

 先月も書きましたが、今の世の中は、本当に便利になりました。一方でその便利さと引き換えに、失ってしま

ったものもたくさんあるでしょう。けれども、失うことが必ずしも悪いことだとは思いません。失わなければ得るこ

とのできないものもまた、たくさんあるのですから。ただ、便利さを受け入れるにしても、無自覚にそうしたくは

ないな、と僕は思っています。普段は急いで近道をして行くいつもの場所へ、やわらかな日差しが気持ちのい

い秋晴れの日には、のんびり回り道をして行こう、と決める自分自身を大切にしたいと思います。パソコンを使

う自由も使わない自由も、自分は持っている。その上で、パソコンを使うことで、それを使わなければ届かなか

った高みまで届くことができれば、こんなに嬉しいことはありません。実はこんなこと、皆さんはとっくに気付い

ていらっしゃるんですよね。手書きしたり、誰かに頼んだ方がよっぽど早いのにわざわざ苦労して自分で名簿

を作ったり、出来合いの家計簿ソフトを使えば済むのに、わざわざエクセルで家計簿を作ったり･･･。便利どこ

ろか、手間のかかることばかりです。でも、パソコンを操作しているときの気持ちは、もしかしたら名探偵と怪人

の対決に心躍らせる少年のそれに、通じるものがあるかもしれませんね。 

 さて、そんな話よりも冒頭の手紙の顛末が気になりますか？それはね、･･･おっと残念ながら紙面が足りなく

なってしまいましたので、あとはご想像にお任せします。 

教室からのお知らせ 
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 ナヌ！                堀江道子 さん 

 

 「ナヌ！ クラス分けテストをパソコンです

る！」 

 この年齢になって、一念発起、ニュージーラン

ドへ３週間の短期語学留学をした第一日目のこ

と。我が家では主人も二人の娘も当たり前にパソ

コンを使っている。出来ないのは私だけ。「教え

てやるよ」と言われても教えられないのが身内の

常。パソコンはなしと云う事で、と思っていた。 

 けれど３週間留守にするとなると、どうしても

通信手段が必要だ。電話という手もあるが、かけ

る度に料金を気にするのもイヤだ。となると

email しかないではないか。そこで、いろはパソ

コン教室の門をたたいた。留学３ヶ月前のことで

ある。 

 お蔭様で３ヶ月でどうにか emailを打つことは

出来るようになった。けれど、クラス分けテスト

となると話は別だ。見回せば周りは１０代２０代

のガ･･･ 若者ばかり。嬉々としてパソコンと取

り組んでいる。私も負けていられない。係りの方

に聞き聞き最後まで行ったと思ったとたん、どこ

を押したものやら全てが白紙に戻った。結局私は

面接試験でということになった。 

 今、私はめげずにパソコンを続けている。旅先

で知りあった人達や友人達と楽しくコミュニケ

ーションを取れるから。そしてなにより坂巻先生

が親切だから。 

 

 

知識の泉～パソコン豆知識 

ブラウザ･･･ホームページを見るためのソフトウェアのこと 

 皆さん、インターネットでホームページを見るときには、

［スタート］ボタンをクリックし、「インターネット」と書か

れたボタンをクリックしていると思います。 

 その操作は、実は「インターネットエクスプローラ」とい

うブラウザソフトを立ち上げるための操作なのです。 

 ウィンドウズには、標準で前述のインターネットエクスプ

ローラ（IE）というソフトが入っています。世界で最も使わ

れている（約９割）ブラウザです。もちろん、それ以外にも

ブラウザはあります。 

 最近人気なのは、Firefox（ファイアフォックス）というソ

フトです。これは、IE にはない便利な機能がついています。

「オペラ」というノルウェーのソフトも有名です。 

 これら IE 以外のソフトを使うメリットは、IE に付いてい

ない機能を使えるということの他に、ウイルスに感染しにく

いということがあります。 

 堀江さんは、たいへん研究熱心な方です。教室でお配りする例題のプリントも、細かなところまでお手

本に似せようとして頑張っていらっしゃいます。お渡しする側は、案外いい加減に作っていたりするので、

かえって申し訳なかったりしちゃいます (^_^;) 

 パソコンというと、横文字のオンパレードですが、堀江さんの前では、あまりいい加減なことは言えな

いなー、と気をつけています。（←ｵｲｵｲ ほかの人にもいい加減なこと言うな (-_-メ) 

○笑 劇のニュース <
インターネットで

見つけた出来事> 

 オーストリア南部グラーツで、２

３歳の男が明け方、４階の窓から大

声を上げて叫び始めた。「おれはスー

パーマンだ。何があっても大丈夫」。

男はその後、地上に向かって大ジャ

ンプ。救急車で病院に運ばれたが、

頭や背中を負傷した。赤ワインのボ

トルを数本空けた後で、かなり酒に

酔っていた様子。もし下の階の屋根

に着地していなければ、大けがを負

っていたという。（ＡＰ共同） 

毎日新聞 2005 年 10 月 29 日 

ここ数日、昔録画したビデオテープの

デジタル化をしています。パソコンで

録画し直すわけですが、結構懐かしい

ドラマなどの映像が出てきて、ついつ

い見入ってしまいます。おかげで、な

かなか作業がはかどりません（坂） 


